
● セットアップが簡単なストラクチャードライト(構造化照明)方式の3Dセンサ
● 特許技術パラレルストラクチャードライトにより、3S80シリーズは移動物に対応
● 最大200万個の3Dポイントを45ミリ秒で取得可能
● エンコーダー不要・ハードウェアトリガーなしでも運用可能
● 1本のPower-over-Ethernet(PoE＋)ケーブルで電源供給とデータ接続を両立
● スキャン範囲は最大2mで、大きな物体から小さな物体まで撮影が可能（以下図参照）

※ 1 キャリブレーション精度 ： センサーが理論上の位置・寸法とどれだけ一致しているかを示す指標（1 σは標準偏差）。値が小さいほど、再現性と信頼性が高い。
※ 2 時間的ノイズ ： 同じ対象を繰り返し測定したときのばらつきの大きさ。1 σで表され、値が小さいほど安定した計測が可能。

3Sシリーズには、Aurora Design Assistantがバンドルされています。このツールは３Ｄカメラの撮像、および解析と処理に対応しており、プロファイル
抽出や体積測定などの機能だけでなく、測定／判定結果の出力やHTML5によるシンプルなオペレータ操作画面の作成が可能です。また、ソリューション
の品質をさらに向上させるものとして、ディープラーニングがあり、OCR、物体検出、異常検出、画像分類、セグメンテーションが可能です。
また、GPU(NVIDIA CUDA, INTEL iGPU)とCPU(INTEL OpenVino)で非常に高速に処理することができます。

Point ノーコードツール Aurora Design Assistant バンドル

3S40 3S80-4M 3S80-4L
撮像対象 静止物 移動物／静止物
寸法 416 × 68 × 86mm 428 × 68 × 85mm 628 × 68 × 85mm
重量 950g  1,050g  1,150g
ベースライン 350mm 350mm 550mm
電源 PoE+ or 24V PoE＋ or 24V PoE＋ or 24V
接続方法  1Gbit Ethernet  1Gbit Ethernet  1Gbit Ethernet
スイートスポット距離  1,245mm 653mm  1,252mm
点群間隔 0.82mm 0.37mm 0.72mm
キャリブレーション精度(1σ)※1 0.50mm 0.25mm 0.10mm
時間的ノイズ(1σ)※2 0.45mm 0.05mm 0.10mm
スキャン時間 450ms 45ms 45ms

特  長

静止物・移動物の３次元データを瞬時に計測する高解像度・高速3Dセンサです。

ゼブラ 3D センサ 3S シリーズ
Zebra 3D センサ 3S シリーズ

コントラストや光の反射がほとんどない対象物や、均一な照明が困難である大きな対象物、高速搬送により振動したり跳ねたりする対象物でも、
寸法・体積・および平坦度の測定を、高精度かつ高速に実施することができます。
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お求めは信用のある当社で

東　京 ：  〒140-8526 東京都品川区東品川 2-4-11
大　阪 ：  〒550-0001 大阪市西区土佐堀 2-2-4

画像処理ソリューション
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利用シーン
物流業

製造業

多様なサイズのアイテムを効率的に
パレタイズ/デパレタイズ

ビート検査で溶接ビートの有無や
過剰/過少充填を判定

対象の幅・長さ・高さを測定

移動中の大型金属部品の検査と
品質管理

箱の寸法や体積の測定

物体の表面の欠陥や異常を検出

商品や部品のロボットピッキングやハ
ンドリング用途

大型部品の外観・組付け状態の検査、
形状・寸法・体積の測定

After

巻き尺で荷物の縦＋横＋高さ
を測る1

秤に荷物を置いて重さを
量る2
三辺長と重さから、どの
料金帯かを計算する3
POS入力し、料金を確定4

作業が多い 秤に荷物を置くと３Sシリーズが
サイズを測り、Aurora Design 
Assistantが三辺長と重さから、
どの料金帯かを計算
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結果は、スマホ、タブレット
で表示あるいは、POSと
直接連携
 

2

秤に置くだけ

シンプルな業務効率化例

Before
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